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現在、国際的に自動運航船技術の研究・開発が盛んに進められているが、日本でも国土交

通省が海事生産性革命「i-Shipping」の名の下に研究開発の促進を図っており、さらには公

益財団法人 日本財団が「無人運航船プロジェクト MEGURI 2040」を立ち上げるなど、自動運

航船技術の研究開発環境は整ってきている。 

そのような背景の中、多種多様な組織が、様々な船型・船種を対象に、無人・有人・自律・

遠隔といった様々なアプローチで研究開発を進めており、実船試験の報告も増えてきている。 

 

本講演では、日本郵船グループが進めている各種自動運航船技術の研究開発の中から、2019

年秋に実施した幾何学モデルによる自動避航に関する実船試験の結果を紹介するとともに、

他のアプローチによる自動避航技術の取り組みを簡単に紹介することで、自動避航技術の研

究開発状況を共有するとともに、ユーザーのニーズや今後の課題・方向性について意見交換

ができればと考えている。 


